
平成２７年度第１回 岡山県脳卒中連携体制検討会議

日 時：平成２７年９月２９日（火）

１８：００～１９：３０

場 所：メルパルク岡山２階 「蓬莱」

次 第

１ 開 会

２ あいさつ

３ 会長及び副会長選出

４ 議 題

(1) 脳卒中の医療連携体制を担う医療機関 平成２５年度実績の集計について

(2) 脳卒中の医療連携体制を担う医療機関 平成２６年度実績の調査について

(3) 第７次保健医療計画 素案 について

５ その他

６ 閉 会



岡山県脳卒中連携体制検討会議設置要綱

（目的）
第１条 第６次岡山県保健医療計画に基づき、脳卒中の医療に係る連携体制の構築に向け、

急性期・回復期・維持期における継続的な治療や、病態に応じたリハビリテーションな
ど、患者が安心できる生活を支援するために必要な個別の諸課題について検討するため、
医療関係者等からなる岡山県脳卒中連携体制検討会議（以下「検討会議」という。）を
設置する。

（所掌事項）
第２条 検討会議は、脳卒中の医療に係る次の事項について協議し、及び検討する。
(1) 地域連携クリティカルパスの推進
(2) 連携の推進状況を把握するための指標（目標とする指標を含む。）
(3) その他脳卒中の医療における医療連携体制の構築に関すること

（組織）
第３条 検討会議は、委員１５名以内で組織する。
２ 委員は、医療関係者、消防関係者等のうちから知事が委嘱する。

（会長及び副会長）
第４条 検討会議に、会長１名及び副会長１名を置き、委員の中から互選する。
２ 会長は、検討会議を代表し、会務を総括する。
３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、その職務を代理する。

（任期）
第５条 委員の任期は、２年とする。

（会議）
第６条 検討会議の会議は、会長が必要に応じて招集し、会長が議長となる。

（意見の聴取）
第７条 検討会議は、必要があると認めるときは、委員以外の者の出席を求め、その説明

を受け、又は意見を聴くことができる。

（庶務）
第８条 検討会議の庶務は、岡山県保健福祉部医療推進課において処理する。

（雑則）
第９条 この要綱に定めるもののほか、検討会議の運営等に関し必要な事項は、会長が別

に定める。

附 則
この要綱は、平成２０年４月９日から施行する。

附 則
１ この要綱は、平成２５年１０月１０日から施行する。
２ 第５条の規定にかかわらず、この要綱の施行後、就任した委員の最初の任期は、平
成２７年３月３１日までとする。



氏　名 所　属・職　名 選定理由 備考

阿　部　康　二 岡山大学大学院　神経内科教授 県南東部主要病院

井　上　　　剛 川崎医科大学附属川崎病院　脳卒中科副部長 県南東部主要病院

梅　田　みちる 岡山市立市民病院　看護師長 岡山県看護協会推薦者

近　藤　淳　二 倉敷市消防局　副参事兼警防課長 岡山県消防長会推薦

田　中　茂　人 岡山県医師会　理事 岡山県医師会推薦

徳　山　雅　之 岡山県備中保健所　所長 岡山県保健所長会推薦

松　本　健　五
岡山県病院協会　理事
（岡山市立市民病院　院長）

岡山県病院協会推薦

真　邊　泰　宏
独立行政法人国立病院機構岡山医療ｾﾝﾀｰ
神経内科医長

県南東部主要病院

森　田　能　子 岡山ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院　診療部長 県南東部主要病院

八木田　佳　樹 川崎医科大学附属病院　脳卒中科部長 県南西部主要病院

山　形　　　専 倉敷中央病院　副院長（脳卒中科主任部長） 県南西部主要病院

吉　田　秀　行 津山中央病院　脳神経外科部長 県北部主要病院

(五十音順)

岡山県脳卒中連携体制検討会議　委員名簿     



（委　員）

所　属・職　名 氏　名 備考

岡山大学大学院　神経内科教授 阿　部　康　二

川崎医科大学附属川崎病院　脳卒中科副部長 井　上　　　剛

岡山市立市民病院　看護師長 梅　田　みちる

倉敷市消防局　副参事兼警防課長 近　藤　淳　二

岡山県医師会　理事 田　中　茂　人

岡山県備中保健所　所長 徳　山　雅　之

 岡山県病院協会　理事（岡山市立市民病院　院長） 松　本　健　五

 独立行政法人国立病院機構岡山医療ｾﾝﾀｰ神経内科医長 真　邊　泰　宏

岡山ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院　診療部長 森　田　能　子

川崎医科大学附属病院　脳卒中科副部長 和　田　裕　子 八木田佳樹委員の代理

倉敷中央病院　副院長（脳卒中科主任部長） 山　形　　　専

津山中央病院　脳神経外科部長 吉　田　秀　行

(委員五十音順)

（事務局）

岡山県保健福祉部医療推進課　課　長 則　安　俊　昭

　　　　　　〃　　　　　　　参　事 藤　村　　　隆

　　　　　　〃　　　　　　　総括副参事 高　原　典　章

　　　　　　〃　　　　　　　主　幹 立　石　恵美子

　　　　　　〃　　　　　　　主　幹 名　越　要　介

　　　　　　〃　　　　　　　主　任 国　定　優　次

平成２７年度第１回 岡山県脳卒中連携体制検討会議　出席者名簿 
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脳梗
塞

脳内
出血

くも膜
下出
血

一過
性脳
虚血
発作

t-PA

選択
的脳
血栓・
塞栓
溶解
術

脳内
血腫
除去
術

脳血
管内
手術

脳動
脈瘤ク
リッピ
ング術

頸動
脈内
膜剥
離術

 A 医療機関 502 123 34 36 43 1 15 10 52 5 180

 B 医療機関 428 164 90 68 51 1 15 62 22 16 489

 C 医療機関 365 136 59 8 17 0 13 88 43 15 568

 D 医療機関 280 121 40 45 14 0 42 5 26 3 1

 E 医療機関 242 108 38 20 33 12 22 18 25 22 146

 F 医療機関 217 69 41 25 3 0 35 0 6 0 0

 G 医療機関 161 42 13 11 1 0 15 17 52 17 35

 H 医療機関 154 60 12 22 7 0 12 0 14 10 77

 I  医療機関 151 30 7 23 23 0 4 0 4 2 78

 J 医療機関 150 35 7 20 35 2 5 8 4 7 166

 K 医療機関 147 70 37 11 3 0 6 3 49 5 81

 L 医療機関 110 39 8 0 5 0 2 0 3 0 0

 M 医療機関 99 35 10 23 1 0 8 0 4 0 44

 N 医療機関 26 0 4 2 1 3 0 136 29 3 8

小計 3,032 1,032 400 314 237 19 194 347 333 105 1,873

 O 医療機関 123 24 7 6 0 0 0 0 0 0 0

 P 医療機関 77 10 0 29 0 0 0 0 0 0 17

 Q 医療機関 49 22 1 12 1 0 0 0 1 1 0

 R 医療機関 49 13 3 1 0 0 0 0 0 0 0

小計 298 69 11 48 1 0 0 0 1 1 17

 S 医療機関 121 15 0 9 1 0 0 0 0 0 20

 T 医療機関 121 9 6 6 0 0 0 0 0 0

 U 医療機関 84 30 1 7 0 0 0 0 0 0 0

 V 医療機関 59 35 5 13 0 0 0 0 1 6

 W 医療機関 54 16 5 0 0 0 0 0 0 0 0

 X 医療機関 43 3 5 6 0 0 0 0 0 0 1

 Y 医療機関 40 4 3 2 0 0 0 0 0 0 0

 Z 医療機関 37 15 13 9 0 0 0 0 0 0 0

 AA 医療機関 33 2 2 12 0 0 0 0 0 0 0

 AB 医療機関 29 7 0 0 0 6

 AC 医療機関 25 4 2 7 0 0 0 0 0 0

 AD 医療機関 21 7 0 2 9

 AE 医療機関 8 8 2

小計 675 155 44 73 1 0 0 0 1 6 36

4,005 1,256 455 435 239 19 194 347 335 112 1,926

平成25年度実績調査　医療機関別実績表（急性期）

合計

急
性
期
Ａ

急
性
期
Ｂ

急
性
期
Ｃ

地域
連携ク
リティ
カル
パス
作成
件数

治療実績
急性期脳卒中入院患者数

（新規入院のみ）
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（医療推進課）

章名 ７ 疾病又は事業ごとの医療連携体制の構築

節名 １ 医療法で定める５疾病

２ 脳卒中の医療

１ 現状と課題

(1)予防対策

現状 課題

○平成25年の脳血管疾患（脳卒中）による死 ○脳卒中の危険因子である高血圧、糖尿病、

亡数は2,030人です。全死因に占める脳血 脂質異常症等を早期に発見し、生活習慣を

管疾患の割合は9.6％（全国9.3％）で、死亡 改善する機会となる特定健診の受診率が

原因の第4位です。また、脳血管疾患のうち 38.8％（平成24年度）（目標70％）、特定

脳梗塞による死亡数は1,171人です。全死因 保健指導の実施率16.6％（平成24年度）

に占める脳梗塞の割合は5.5%（全国5.5%） （目標45％）となっているなどの状況から、

で、全国と同様の割合となっています。（平成 予防対策の強化が必要です。

25年人口動態統計）

○平成25年度に脳卒中で急性期・回復期の医

療機関に新規入院した患者数は8,038人で、

その内訳は、脳梗塞64.8％、脳内出血21.6

％、くも膜下出血7.3％、一過性脳虚血発作

6.3％です。（岡山県医療推進課調査）

(2)救護・救急体制

現状 課題

○平成25年の脳疾患による救急搬送人員は ○適切な救急搬送体制を維持するため、県

4,476人で、急病による搬送人員（47,246 内の各地域において、傷病者の搬送及び受

人）の9.5％を占めています。（岡山県消防保 入れが円滑に行われているか、検証する必

安課調査） 要があります。

○平成25年度に脳梗塞の新規入院患者のう

ち、t-PA療法※を実施した割合4.6％（239

件）で、その実施割合が低いとの指摘もある

ため、本人や現場に居合わせた方が脳卒

中に早く気付き、速やかに救急要請し、適

切な医療機関に救急搬送される体制の整

備が必要です。
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※ ｔ－ＰＡ療法（血栓溶解療法・静脈内投与）

脳梗塞の特徴である脳の血栓（血のかたまり）を溶かす療法で、ｔ－ＰＡ療法の適応判定

をした上で、発症から4.5時間以内に静脈注射することにより、脳の血流を再開させ、脳細

胞の壊死を防ぐ治療です。

(3)医療連携体制

現状 課題

○脳卒中の急性期、回復期、維持期の経過に ○中山間地域等、専門医が必ずしもいない地

応じて医療機関等に求められる医療機能の 域においても、脳卒中患者の診断を迅速か

要件（図表7-1-2-2）を定め、各期の医療機 つ正確に行うための連携体制の構築が必要

能を満たす医療機関から届出をいただき、県 です。

民に情報提供しています。急性期31機関、

回復期49機関、維持期136機関が届出をし

ており（平成27年4月1日現在）、そのうち、脳

卒中の発症後4.5時間以内にt-PA療法等の

専門的な治療ができる超急性期の医療機関

は14機関です。

２ 施策の方向

項目 施策の方向

予防対策 ○「第２次健康おかやま21」に基づいて、生活習慣の改善を推進します。

救護・救急体制の充 ○早期に救急要請できるよう、脳卒中を疑う症状や発症初期の症状、早

実 期の医療機関受診の必要性等について、県民への普及啓発を図りま

す。

○発症直後の患者を急性期医療機関へ迅速に搬送する体制の整備を

推進します。

医療連携体制の構 ○脳卒中の医療連携体制を協議する岡山県脳卒中連携体制検討会議

築 において、医療連携に参加する医療機関の診療実績等について検討

を行い、課題を抽出するとともに、円滑な連携体制の構築を図ります。

３ 数値目標

項目 現状 平成29年度末目標

脳梗塞の新規入院患者のうち、t-PA療法を実 ４．６％ ６．０％

施した割合 （平成25年度）

脳血管疾患（脳卒中）の年齢調整死亡率（人 男４１．１ 男３８．６

口１０万対） 女２３．２ 女２０．６

（平成25年県推計値）

脳梗塞の年齢調整死亡率（人口10万対） 男１８．８ 男１７．７

女１０．６ 女 ９．１

（平成25年県推計値）
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　　受診

迅速な診断・専門的な治療等

基礎疾患管理

再発予防

本人・家族への

      　　   回復期　医療機関

維持期　医療機関・施設

指導・助言

　　　　救急医療機関

脳卒中の医療連携体制

住　　　　　民　　　　　　（患者、家族）

急性期　医療機関
救急搬送・紹介

退院紹介

第２次健康おかやま２１推進団体

地
域
連
携
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス

啓

発

急

性

期

回

復

期

(

在
宅
療
養
を
含
む
）

転院紹介

退院紹介

転院紹介 退院紹介

地域連携クリティカルパス

転院紹介

救急搬送

居宅介護支援事業所
ケアプラン作成等

地域包括支援センター
高齢者の総合相談

在宅サービス
訪問看護、訪問リハ
通所リハ等

かかりつけ歯科医
口腔ケア、機能改善等

維

持

期

ドクターヘリの活用

薬 局

かかりつけ医療機関

（病院・診療所）

予防、普及啓発

救急搬送

在宅での療養生活 ＡＤＬ維持、ＱＯＬ向上

受診
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【予防】 【救護】 【回復期】

機
能

発症予防
応急手当
・病院前
救護

      Ａ
  超急性期の専門
 的な診療(t-PA
 静脈内投与等)
 が24時間可能

      Ｂ
 専門的な診療(t
 -PA静脈内投与
 の適応の判定等
 )が24時間可能

      Ｃ
 専門的な診療(t
 -PA静脈内投与
 の適応の判定等
 )が診療時間内
 に可能

 生活機能を回復
 させるリハビリ
 テーション

 日常生活への復
 帰及び維持のた
 めのリハビリテ
 ーション

  《在宅医療》
 生活の場での在
 宅療養支援

目
 

標

●脳卒中
  の発症
  を予防
  するこ
  と

●発症後
  ２時間
  以内に
  急性期
  病院へ
  搬送す
  ること

●患者の発症後
  4.5時間以内
  にt-PA静脈内
  投与等の専門
  的な治療を開
  始すること

●廃用症候群や
  合併症の予防､
  早期自立のた
  めのリハビリ
  テーションを
  実施すること

●脳卒中(疑)患
  者に対する専
  門的な診療が
  24時間実施可
  能であること

●廃用症候群や
  合併症の予防､
  早期自立のた
  めのリハビリ
  テーションを
  実施すること

●脳卒中(疑)患
  者に対する専
  門的な診療が
  診療時間内に
  実施可能であ
  ること

●廃用症候群や
  合併症の予防､
  早期自立のた
  めのリハビリ
  テーションを
  実施すること

●生活機能の早
  期改善のため
  の集中的なリ
  ハビリテーシ
  ョンを実施す
  ること

●再発予防治療､
  基礎疾患・危
  険因子の管理
  を実施するこ
  と

●生活機能の維
  持・向上のた
  めのリハビリ
  テーションを
  実施すること

●在宅等への復
  帰及び日常生
  活の継続を支
  援すること

●患者が在宅等
  の生活の場で
  療養できるよ
  う、介護・福
  祉サービス等
  と連携して医
  療を実施する
  こと

●最期まで在宅
  等での療養を
  望む患者に対
  する看取りを
  行うこと

●再発予防の治
  療（抗血小板
　療法、抗凝固
　療法等）が可
　能であること

●基礎疾患・危
　険因子に対す
　る管理が可能
　であること

●抑うつ状態へ
　の対応が可能
　であること

●専門医療スタ
　ッフによるリ
　ハビリテーシ
  ョンが集中的
　に実施可能で
　あること

●急性期や維持
　期を担う医療
　機関等と診療
  情報や治療計
　画を共有する
　などして連携
  していること

●血液検査が直
  ちに実施可能
  であること

●画像検査(CT
  又はMRI検査）
  が直ちに可能
  であること

●脳卒中(疑)患
  者に対する専
  門的な診療が
  直ちに実施可
  能であること

●t-PAの静脈内
  投与の適応の
  判定や外科的
  治療の適応の
  判定及びこれ
  らが可能な医
  療機関への転
  院等が迅速に
  行える体制が
  確保されてい
  ること

●全身管理（呼
　吸管理、循環
　管理、栄養管
　理等）及び合
　併症に対する
　診療が可能で
　あること

●早期リハビリ
　テーション（
　早期座位・立
  位、摂食・嚥
　下訓練、早期
　歩行訓練等）
　が実施可能で
　あること

●回復期、維持
　期を担う他の
　医療機関等と
  診療情報や治
　療計画を共有
　するなどして
  連携している
　こと

脳卒中の医療体制に求められる医療機能等

【急性期】 【維持期】

●血液検査が24
  時間実施可能
  であること

●画像検査(CT
  又はMRI検査）
  が24時間可能
  であること

●脳卒中(疑)患
  者に対する専
  門的な診療が
  24時間実施可
  能であること

●t-PAの静脈内
  投与の適応の
  判定や外科的
  治療の適応の
  判定及びこれ
  らが可能な医
  療機関への転
  院等が迅速に
  行える体制が
  確保されてい
  ること

●全身管理（呼
  吸管理、循環
  管理、栄養管
  理等）及び合
  併症に対する
  診療が可能で
  あること

●早期リハビリ
　テーション（
　早期座位・立
　位、摂食・嚥
　下訓練、早期
　歩行訓練等）
　が実施可能で
　あること

●回復期、維持
  期を担う他の
  医療機関等と
  診療情報や治
  療計画を共有
  するなどして
  連携している
  こと

●血液検査が24
  時間実施可能
  であること

●画像検査(CT
  又はMRI検査)
  が24時間可能
  であること

●脳卒中(疑)患
  者に対する専
  門的な診療が
  24時間実施可
  能であること

●発症後4.5時
  間以内にt-PA
  の静脈内投与
  による血栓溶
  解療法が実施
  可能であるこ
  と

●外科的治療が
  必要と判断し
  た場合にはそ
  の後２時間以
  内の治療開始
  が可能である
  こと

●全身管理（呼
  吸管理､循環
  管理、栄養管
  理等）及び合
  併症に対する
  診療が可能で
  あること

●早期リハビリ
  テーション（
  早期座位・立
  位、摂食・嚥
  下訓練、早期
  歩行訓練等）
  が実施可能で
  あること

●回復期、維持
  期を担う他の
  医療機関等と
  診療情報や治
  療計画を共有
  するなどして
  連携している
  こと

【本人･周囲

にいる者】

●発症後
  速やか
  に救急
  搬送の
  要請を
  行うこ
  と

【救急救命

士】

●適切な
  観察・
  判断・
  処置を
　行うこ
  と

●急性期
  病院に
  発症後
  ２時間
  以内に
  搬送す
  ること

●基礎疾
  患・危
  険因子
  の管理
  が可能
  である
  こと

●初期症
  状出現
  時の対
  応につ
  いて、
  本人等
  に教育
  ・啓発
  を実施
  するこ
  と

●初期症
  状出現
  時にお
  ける急
  性期病
  院への
  受診勧
  奨を行
  うこと

求
　
め
　
ら
　
れ
　
る
　
事
　
項

●再発予防治療､
  基礎疾患・危
  険因子の管理
  が可能である
  こと

●抑うつ状態へ
　の対応が可能
  であること

●生活機能の維
　持・向上のた
　めのリハビリ
  テーション（
  訪問及び通所
  リハビリテー
  ションを含む)
　が実施可能で
  あること

●介護支援専門
　員等と連携し
　居宅介護サー
　ビスを調整す
　ること

●急性期や回復
　期あるいは診
　療所等の維持
  期を担う医療
　機関と診療情
　報や治療計画
  を共有するな
　どして連携し
　ていること

●口腔ケア、摂
　食機能の維持
　・向上を行っ
  ていること

●通院が困難な
　患者に対して､
  訪問看護ステ
  ーション、薬
  局等と連携し
  て在宅医療を
  実施すること

●認知症高齢者
  グループホー
  ム、有料老人
  ホーム、ケア
  ハウス等自宅
  以外の居宅に
  おいて、希望
  する患者には
  これらの居宅
  で看取りまで
  を行うこと

●再発予防治療､
  基礎疾患・危
  険因子の管理
  が可能である
  こと

●抑うつ状態へ
　の対応が可能
　であること

●生活機能の維
　持・向上のた
　めのリハビリ
  テーション（
　訪問及び通所
　リハビリテー
  ションを含む)
　が実施可能で
  あること

●介護支援専門
　員が自立生活
　又は在宅療養
  を支援するた
　めの居宅介護
　サービスを調
  整すること

●急性期や回復
　期を担う医療
　機関と診療情
  報や治療計画
　を共有するな
　どして連携し
  ていること

●口腔ケア、摂
　食機能の維持
　・向上を行っ
  ていること
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